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 第 14 回 史跡米子城跡整備検討委員会 議事録 

 

日 時 令和 6 年 3 月 26 日（火）   13：30～16：00 

会 場 米子市役所第二庁舎 第 2 会議室 

出席者 

 

 

 

 

【委員 12 名】 

田中委員長、髙田副委員長、石倉委員、金澤委員、神谷委員、川越委員、 

辻谷委員、永松委員、萩原委員、林委員、濱田委員、前角委員 

【事務局 7 名】米子市文化振興課 

原課長、山根室長、浦木係長、日下部主任、中原専門官、岩本主事、井川

主事 

【助言機関】鳥取県とっとり弥生の王国推進課  

中森課長、梅村文化財主事 

欠席者 【委員】植田委員、小椋委員、中井委員 

１.開会（事） 

２.議事 

（1）植栽管理（ゾーニング）計画について 

事務局 植栽管理計画について（資料 1-1～8） 

〇経過と目的 

・米子城跡の植生について、長年にわたり適切な樹木管理が行き届かなかったた

め、石垣等の遺構や登城者の安全を脅かす危険木も随所に認められる。平成29年の豪

雪による倒木を契機に、植生管理の必要性が強く認識されたため、平成29年度以降

は、石垣支障、登城路の安全阻害、景観・眺望支障となる樹木を継続的に伐採し、未

然防止に努めている。その結果、市内各所と双方向の眺望が良好なものとなり高評価

を得た一方で、面的な伐採や斜面の露出、搬出困難な伐採木の現場留置といった状況

に、安全及び景観上の懸念の声も寄せられた。こういった諸々の反応を受け、良好に

残された城郭遺構の保存・活用とともに、希少動植物を含む自然環境の保全にも配慮

した植生管理のため、ゾーニングを策定する。 

〇位置づけ 

・植生管理について、「史跡米子城跡整備基本計画」に方針が示されているため、こ

れに基づいて具体的な方針と措置を示す。 

〇基本方針と措置 

大きく2つの区域に分けている（資料1-6参照） 

・城郭遺構活用区域 

遺構が良好に残っており、米子の歴史を理解するうえで非常に重要な区域 

 基本方針・植生管理のための措置について説明（資料1-1～2参照） 

・城郭遺構埋蔵区域 

 地中に遺構が埋蔵されているとともに、希少な動植物並びに貴重な自然環境が残さ

れている区域 

 基本方針・植生管理のための措置について説明（資料1-2～3参照） 

・全区域 

 基本方針・植生管理のための措置について説明（資料1-3～5参照） 

〇ゾーニング実施体制 

・史跡米子城跡保存活用計画に基づいた整備基本計画に沿って、史跡米子城跡整備検

討委員会に諮りつつ進める。 

・関係機関などと連携し、情報を共有していく 

・自然災害などの状況に応じて順応的管理を実施する 

委員 竪堀について、資料 2-2 イメージ図では見学できるように書かれている

が、当面は現状のままの状態になるのか？ 
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事務局 急傾斜地で土が流れやすく、木が育ちすぎると木の根により竪堀が壊さ

れる可能性がある難しい区域である。将来的には遺構を保護しながらイ

メージ図の状態を目指すが、現段階においては難しいため、慎重に以降

の保護をしながら、植生を適切に管理する。 

委員 本協議のゾーニングに係る資料の位置づけは、これで決まりなのか 

事務局 事務局案として提示しており、本協議、また、本委員会委員以外の植生

に係る専門家にも意見を聞きつつ、再度修正を加えたものを来年度の委

員会で審議いただく予定である。 

委員 ゾーニングとは、この場所ではどうすると記すものと考えるが、現在の

資料をより細かく分け、具体的な措置を記さないとゾーニングにならな

いと思う。石垣、登城路、地下遺構以外の場所をどうするのかがわから

ない。 

委員 三の丸についての方針・措置はないのか？ 

事務局 三の丸の整備基本計画があり、それに沿って管理を実施する予定であ

る。 

委員 ゾーニングであれば三の丸も必要と考える。 

委員 二の丸にあるトウカイタンポポについて、植物の会の方から「三の丸に

移植すると米子市より説明があった」と聞いたが、そういうことがある

のか 

事務局 移植については、植物の会の方より提案いただいた場所は今後発掘調査

を予定している場所であり、具体的な移設場所は決定していない。 

また、三の丸への移植については、決定したということでなく、一つの

案として説明した思う。また、移植の是非についてもまだ議論できてい

ないので、今後検討する必要がある。 

委員 トウカイタンポポが米子城にあるということは、米子城と関係があり、

歴史的な要素もあるかもしれないので、安易に移植でなく、そのまま生

かすことも考慮に入れてほしい。 

委員 ゾーニングは 2～3 年ごと程度に改定していくのか？ 

事務局 安易に変えていくことは考えていないが、調査によって活用が可能にな

るなど、区域の変更が起きた際には、事前に専門家の先生に意見を伺い、

方針を決め、本会に諮りながら改定を進めていくようになる。 

委員 植生管理のためのゾーニングであるならば、希少な植物がどこに植わっ

ているなどの現在の植生状況を記した方がいい。 

トタテグモなどの希少動物についての適切な環境を作るための条件を

まとめ、また、指定地外での取り扱いをどうするのかを考える必要があ

る。 

委員 伐採木について、搬出するを原則としてほしい。 

委員 良いたたき台ができたと思うので、良い計画を構築してほしい。 
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（2）令和 6 年度整備について 

事務局 令和 6 年度整備について説明 

①  登城路整備 

令和 4 年度から整備している工区の残り部分を整備 

②  三の丸広場整備 

上下水道、排水、散水設備、一部植栽帯並びに内堀舗装など 

③  石垣カルテ 

二ノ丸高石垣部分を実施 

委員 スプリンクラーの配管工事などによる遺構への影響は？ 

事務局 30～50cm の保護層を設けるので、遺構面への影響は無いと考える。 

委員 三の丸の発掘調査について、以前数か所していたが、今後はもうしない

のか 

事務局 現在のところ三の丸の発掘調査は一段落と考える。 

委員 以前の発掘調査で、石積みの水路がみつかり、池、庭園、御殿があった

かもしれないと推測され、その調査は本計画後、何年後かにするとのこ

とだったが、その通りか？ 

事務局 石組み水路に関しては、本整備で表現予定の米蔵（幕末期）より古い時

代のものになるが、調査した箇所の状態はあまりよくなかった。ただし、

全面調査したわけではないので、十分な確認が取れていない。 

今回の整備では幕末期の米子城を表現することとしているため、当面は

本計画の三の丸広場を実施していく。また、三の丸整備が済んだら二の

丸などにも取り掛かることになるため、長いスパンで考えて、古い遺構

については調査を考えていくことになる。 

委員 御殿があれば大発見だと思うので、忘れないようにしてほしい 

委員 テニスコートから上がる道にガードレールがあると思うがそれはどう

するのか 

事務局 テニスコートは今後、用途廃止を考えているため、その時に整備を考え

ることになると思う。 

委員 昨年土砂災害があり、通行止めとなっている表坂登城路の整備の計画は

ないのか 

事務局 現在の整備は三の丸、また、湊山から本丸につづく登城路で計画してお

り、その他の登城路に関しては現在の状態を維持していくように管理す

る方針である。表坂に関しては、土砂災害により通行止めにしているが、

これを復旧するには、鉄御門下の石垣を修復する必要があり、すぐに通

行止めを解除するのは難しい。 

委員 通行止めの状態と、周知に関してはどうなっている。 

事務局 通行止め区間にロープなどを張り、表坂登城路入り口に通行禁止区間を

記した地図を設置している。 

委員 代替ルートの検討をして欲しい 

委員 整備している登城路について、今整備している工区が終わったら、すぐ
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に別工区の整備をしていくのか。 

事務局 現在の工区終了後、4 工区を予定しているが、整備にあたり、発掘調査

などが必要になるため、数年、間が開くことになる。 

委員 整備された登城路について、人工構造物感が強い。景観に合ったものに

していった方が良いのではないか。 

事務局 城跡の認知度が広まってきており、市内外から多くの観光客が訪れるよ

うになってきている。その中で、現在の登城路のままでは安全上の問題

もあるため、資料中の工区については整備をしていく。しかし、山城と

しての在り方も残していきたいため、資料外の登城路については基本的

に手を付けない方針である。整備していく登城路に関しては、他の城の

整備を参考にしながら計画し、史跡の保全と来場者の安全に配慮したも

のにしている。登城路の色合いなどについても、時間を経ることで落ち

着いた色合いになる予定であるが、今後設計を多少変更することも考え

ており、委員会に諮りながら、進めていきたい。 

事務局 以前の検討委員会で、整備している登城路が小動物の移動を阻害すると

いう意見があったが、水抜きの溝などでそれを回避できるか？ 

委員 水抜きの溝があり多少救われたとは思う。それにしても、土嚢があると

はいえ、登城路から地表まで段差があるので、できる限り壁になるもの

を緩和する工夫をしていくといい。 

3．報告 

（1）令和 5 年度整備について 

事務局 令和 5 年度整備事業について説明 

登城路の 3 工区の一部を整備 

便益施設建設 

委員 便益施設について、モニターに流す動画は静画よりも、日本語音声で英

語字幕とするのがよい。ダイヤモンド大山やオレンジロードだけでな

く、市内全域を紹介する動画を作ってほしい。 

（2）令和 5 年度米子城・魅せる！プロジェクト事業について 

事務局 令和 5 年度事業について説明 

米子城ライトアップ 

新年あけまして米子城 

ダイヤモンド大山 

（3）米子市文化財保存活用計画について 

事務局 米子市文化財保存活用地域計画の国認定について説明 

4．その他 

・積雪による倒木対策について 

事務局 令和 6 年 1 月 24 日・25 日の降雪による倒木対応について説明 

 


